
令和２年度 SOGO 学校経営・運営ビジョン 福島県立いわき総合高等学校

学校経営の方針

本校は、生徒の多様な個性が輝く学校として、これまで確かな歩みを進めてまいりました。しかし、その一方で、激しく変容する
社会の中で、次代を担う生徒の育成のために、よりいっそう魅力あるいわき総合高校を作り上げていくことが必要となっています。
そのために、「本校で育成を目指す資質・能力」を定め、以下の各項目を指針とし、本校ならではの専門的な教育、創造的な教育

を今まで以上に追求してまいります。
１ 学業と表現活動を高いレベルで両立させます。
２ 「学びの深化」「コミュニケーション」「多様性の中の特色」を基軸とする学校運営を行い、個性的・自律的・創造的な生徒
を育成します。

３ 各系列の特色を生かした教育を推進し、生徒の進路目標の実現を図ります。
４ 地域と連携した様々な教育活動に取り組むとともに、外部への情報発信を積極的に行います。

校長 渡邉 学

本 校 で ○ 他者との協働を目指し、多様性を認める力
育 成 を 目 指 す ○ 自己実現に向けて、自分自身を形成する力
資 質・能 力 ○ 既存の概念にとらわれないチャレンジ精神

本校はいわき地区唯一の総合学科高校として、生徒一人一人が目標への挑戦を通して躍動・感動・成長する学校です。

◯将来の職業選択を視野に入れ、生徒自らが進路への自覚を深める学びができます。
＜総合学科の特色＞

◯幅広い選択科目の中から、生徒自らが科目を選択し、個性を生かした主体的な学びができます。

重点目標① 重点目標② 重点目標③ 重点目標④

学びの充実 表現活動の充実 キャリア形成 情報発信・共有

○総合学科の特性を生かした魅力ある教育課 ○総合的なコミュニケーション能力・プレ ○総合学科の特性を生かし、生徒が主体的に ○校務の情報化・共有化を推進するともに、
程の整備及び実践に努め、思考力・判断力・ ゼンテーション能力を育成する。 取り組むキャリア教育を推進する。 各年次、部、系列間のコミュニケーション
表現力の向上を目指す質の高い教育を行う。 ○各年次・各系列の教育活動において、外 ○生徒一人一人に対する理解を深め、学力の の充実を図る。
○シラバスに則り、アクティブ・ラーニング 部の指導者との連携を進めるなどし、表現 伸長及び進路目標の実現を図る。 ○HPの活用、各種印刷物発行、学校説明会
やICTを活用した授業を実践するとともに、 活動をより充実させる。 ○各種資格試験、検定に積極的に取り組む。 の実施など 様々な手段による情報発信を
オンライン教材や週末課題等を活用し、家庭 ○多様で充実した部活動・委員会活動等を ○基本的生活習慣の確立、安全教育・情報教 充実させる。
学習との有機的なサイクルを構築する。 展開する。 育の徹底に努め、自律的・主体的な人間の育 ○PTA会員への情報提供に努め、保護者の諸
○図書室と各年次・各教科との連携を進め、 ○生徒主体による生徒会行事やボランティ 成に努める。 活動・諸行事への参加を推進する。
生徒の学習活動に対する支援を行う。 ア活動を一層活性化させる。 ○感染症予防も含めた健康教育を充実させ、 ○火災、自然災害、感染症等に対する危機
○運動の特性・楽しさを理解させ、生涯スポ 健康の保持増進に努める態度を養う。 管理体制を整備する。
ーツにつながる力を育成する。 【重点指標】
○大学、行政、各種団体及び地域との連携を ・各授業における発表、国語科での創作活動、地歴 【重点指標】 【重点指標】
進め、特色ある教育を実践する。 公民科における税の作文、英語科における弁論大会 ・「産業社会と人間」におけるコミュニケーション ・生徒情報支援システムの効果的な活用。

等、生徒主体の表現の場の提供。（人文・国際系列） ワークショップの実践、「総合的な探究の時間」に ・風通しのよい職場環境作り。
【重点指標】 ・ALTの活用によるコミュニケーション力、国際感 おける地域探究学習の実践及びそれぞれにおける ・HPの行事ごとの更新、HPによる学習成果等の発信。
・新学習指導要領を踏まえた教育課程、科目選択 覚の育成。（英語科） ルーブリック評価の導入。（総合学科推進部） ・「学校案内」の改訂等による中学生への本校の魅
についての研究の推進。（教務部） ・ホームプロジェクトの実践。高大連携や社会福祉 ・２月時点における進路目標実現95％の達成。 力発信。
・授業力向上のための職員研修の推進。（教務部） 施設等地域との連携による、より高度な学習の実現 ・日々のニュース等の新聞形式での週３回発行、 ・「SOGO PRIDE」の定期的な発行。（生徒指導部）
・オンラインを活用した教育活動の研究推進。 とボランティア活動の機会拡大。(生活福祉系列) 時事問題等への興味関心の向上。（進路指導部） ・進路便り年６回以上の発行。（進路指導部）
・朝自習、課題提出の徹底。（１年次） ・各教科における発表、展示及び系列内でのコラボ ・漢検２級５名、準２級２０名以上の合格。英検 ・図書便り年６回以上の発行。（図書部）
・課題提出率 100 ％達成及びスタディサプリを活 レーションの実施。授業や地域における２回以上の ２級５名、準２級１５名程度の合格。数検２級１ ・家庭クラブ新聞の発行。（家庭科）
用した学習の定着。（２年次） 発表、作品の定期的な展示。（芸術・表現系列） 名、準２級６名以上の合格。 ・メールシステム「グルリン」の活用による保護者
・読書習慣の定着及び図書年間貸出数目標3,000 ・部活動における上位大会への出場数増加。 ・資格取得100％(情報系列)、家庭技術検定85%合 への情報の確実な伝達。
冊。（図書部） ・リーダー研修会の実施、合同研修会への積極的参 格（家庭科）、情報処理検定２級5名合格(商業科) ・PTA総会や各種説明会等への出席率の向上。
・新体力テスト A･B段階各 10％増。（保健体育科） 加。（生徒指導部） ・精勤賞２年次50％、３年次60％以上。 ・「危機管理マニュアル」等の見直し。
・医療創生大、東日本国際大、いわき短期大と連 ・常盤樹祭の成功。（生徒指導部） ・特別指導ゼロ 交通事故ゼロ。（生徒指導部） ・関係機関との連絡体制の整備。
携した、SDGsへの取組も含めた教育活動の推進。 ・歯科受診率70％以上。（保健厚生部）

※上記の重点目標は、学校経営方針及び各年次・部・系列・教科の努力目標をもとに、学校全体で重点的に取り組む内容をまとめたものであり、自己評価及び外部評価の対象となるものです。

個性 自律 創造


